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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
代表的骨軟部肉腫におけるMDM2遺伝子の増幅を詳細に解析し,これらの肉腫の発生-の同遺伝子異
常の関与について検討した｡MDM2遺伝子の増幅は,骨肉腫,悪性線維性組織球腫および脂肪肉腫のい
ずれの腫癌においてもその一部に見られたが,特に高分化型脂肪肉腫で高頻度にみられ,また同腫痔と類
似性のある深在性の良性脂肪腫においても同様であった｡また増幅の見られた脂肪肉腫例で腫癌の悪性度
の進行に伴って増幅の程度が増強する事が見出された｡このことよりMDM2遺伝子の増幅は分化型の脂
肪系腫壕の発生,進行に強く関わっているものと思われる｡ またp53遺伝子の異常の見出されなかった
症例に認められる傾向があり,MDM2遺伝子の増幅はp53遺伝子変異の代替経路として骨軟部肉腫の発
生に関与している事が示唆された｡
以上の研究は骨軟部腫癌の発生メカニズムを分子レベルで明らかにするものであり,骨軟部腫癌の診断,
治療に寄与するところが多い｡
従って,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年2月10日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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